
BEST15注文一覧表　　2023年8月末集計より　 ＊ISBNは頭に978-4-87502がつきます。
書名 ISBN 著者 本体 冊数 書店印

1 平行植物　新装版 435-4 L・レオーニ 2200円

2 賢治と鉱物 438-5 加藤碵一＋青木正博 3200円

3 解體珍書 532-0 福井栄一 2100円

4 キルヒャーの世界図鑑 新装版 553-5 J・ゴドウィン 3200円

5 公園が主役のまちづくり 539-9 小川貴裕(NSRI) 2000円

6 周期律 新装版 487-3 プリーモ・レーヴィ 2500円 合計　　　　　　　　　冊
7 本草奇説 554-2 福井栄一 1800円 条件

8 栄養こそが最高の医療である 556-6 三島 渉 1500円 ご担当 様
9 鳥禽秘抄 555-9 福井栄一 2100円 月　　日発注
10 にほんのかたちをよむ事典 441-5 形の文化会＝編 3800円

11 科学史から消された女性たち 544-3 L・シービンガー 3800円

12 身体化された心 354-8 F・ヴァレラ他 2800円

13 アインシュタイン、神を語る 464-4 W・ヘルマンス 2200円

14 うたかたの国 524-5 松岡正剛 1800円

15 花の知恵 202-2 M・メーテルリンク 1600円

人文＞思想 ご担当者 様

サレ・エ・ ペペ　塩と胡椒

冊

ISBN978-4-87502-558-0 C1010
定価　本体2800円＋税

新
刊
委
託

ご
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様 工作舎▶phone:03-5155-8940／fax:03-5155-8941

2023年9月6日発行　編集人：田波奏平
〒169-0072東京都新宿区大久保2-4-12
新宿ラムダックスビル12F
phone:03-5155-8940/fax:03-5155-8941
saturn@kousakusha.co.jp
www.kousakusha.cot.jp
受注サイト『BookCellar』でも受付中！

工作舎NEWS#322 工作舎｜10月新刊&BEST15注文書
▼新刊ラインに搬入します。 ▼ 申込締切  9月30日
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10月 新刊

人はなぜ「本物の料理」を求めるのか。な
ぜ知らない料理を食べたいと思うのか。「食
べる」とは生理的な行為だけではなく、歴
史がつくりあげてきた体験であり、料理の
なかには「見えない政治」が働いているこ
とを浮き彫りにする痛快無比の料理論集。

サレ・エ・ ペペ　塩と胡椒
四方田犬彦＝著
◉ISBN978-4-87502-558-0 C1010
◉四六判上製/380頁　◉定価　本体2800円＋税

［著者プロフィール］

[目次]
I
「日本料理」への懐疑 　
「日本料理」の虚偽と神話 
料理の真正性とは何か 
料理の復元 　
知らないものを食べる 
ツバメの巣と盆菜料理 
国民料理とは何か 
肉食について 
野草を食べる 
四方田犬彦が執筆で忙しいときに作る、
　ものすごく簡単な料理一覧 

四方田犬彦（よもた・いぬひこ）
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▼注文口に搬入します。

出版営業部
phone:03-5155-8940
fax:03-5155-8941
saturn@kousakusha.co.jp
www.kousakusha.co.jp

8/13「読売
新聞」空想書
店で紹介

『精神と物質』の改訂６刷（累計１２刷）が出来ます。
ネット書店を中心に注文が相次ぎ品切れになりまし
たが、待望の重版です。
『波動力学』を提唱した物理学者シュレーディンガ
ーが、物質世界と精神世界を探求した歴史的講義
録。『生命とは何か』（岩波文庫）と並ぶ名著です。

精神と物質
シュレーディンガー＝著

978-4-87502-305-7
定価　本体1900円＋税

四方田犬彦の料理ノート
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本体2500円＋税
978-4-87502-513-9女王の肖像

書物の灰燼に抗して
親鸞への接近

歳月の鉛
▼注文口に搬入します。

工作舎

本体2600円＋税
978-4-87502-437-8

本体3000円＋税
978-4-87502-495-8

本体2400円＋税
978-4-87502-419-4

冊

ISBN978-4-87502-305-7 C1040
定価　本体1900円＋税

工作舎▶phone:03-5155-8940／fax:03-5155-8941

精神と物質

池内紀『山の
本棚』で紹介

本書は批評的な側面だけでなく、ノスタルジックな
食の記憶をめぐるエッセイ集の側面ももっています。
温又柔『魯肉飯のさえずり』のハッカク、小津安二郎
『お茶漬けの味』の味噌汁ぶっかけ飯、赤瀬川原平の
アート作品「宇宙の缶詰」についてなど、独自の視点
のエッセイの数々も読みごたえがあります。

II
偶景 
ぶっかけ飯 
缶詰の思い出 
韓国の食べ物への信頼 
三人の女性 
台所にいることの悦び 　

1953年、大阪箕面に
生まれる。東京大学で
宗教学を、同大学院で
比較文学を学ぶ。
2023年刊行の本では、
『大泉黒石』（岩波書
店）がALL REVIEWSで、
『いまだ人生を語らず』（白水社）が朝日新聞
で書評され、話題を呼んでいる。




